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=烏と網代の気候の比較

石川東作業

地形の変化の搬しいところでは極〈近厩費においても気級現政は異なることが事bある。静伺

ρ 県では筒横山の東西.i現豆半島の東西岸において箱根山や矢雛山系が天気体となって班西の気象

現象の異なることが認められてい弘錨者は三島と網代の二点をとり両地の気象の比較を試みた

ので次にその慨袈を報告寸る。なお本研賓の資軒』工、佐々書教授薪. r静岡県の気良l①より三

島、網代。箇所を抜奉させていただいたも坦である。

ri)三弘網代と静岡県畑町気候の慨。

網代は熱海より柑車線で約 15骨.南8Kmの畦擦にあり、熱海 とともに繋務火山火口の-!l唱で

断府のために急時斜で相模湾に鶴んでいる地点に存在し、熱海、網代目直方旧工熱海火山の火口

壁γもある海地山 (677"')、弦巻山【 693鴨 に 大 潮 山(638"').巣望書山【 541"')

と速なり情互の車閣を区別しτいる。

三島~1J眠按方南から申豆半島中央地溝平野を北錦する稗野111 と.富士、箱根珂火山の縫合谷を滑

れる賞瀬1Iiとが合作した平野に存複し西方 7Kmに峻両揖.東亜び北車には.!I!I梅火山の火口壁ゃ、

結岐火山の外輪山(700-1000"')をめくらしている。なお三島.網代町直続距離は約 l

9Kmである。
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第 1図格問県東部の曳候区

、

静岡県は帯豆半島気候区、駿遣借地気候区.

富士箱根賀候区、赤石山地気候区と四つに分顛

することができる。②

静岡県東部は申豆半島気候民富士挿根気候区、
網
代 駿遺低地気候区か4制・らなる。伊豆4島は太

平洋中に突出しているのて骨量械の恩恵を受けキ

は暖〈、特に南亙では執帯構物の生宵も可能で

ある。また熱海附近では年内に梅l1l1E~暁〈程

議 教育華鶴岡年
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で.中でも熱海梅闘。早暁きの梅は有名である。夏は 26
0

C内外の気温であるが海風のために体

感は温度針。示す気混よりも涼L-<感ずる。

網代の西北西 19Kmにあたる三島は網代と問機、帝豆半島頚部にあるけれども、その間には輯

根から天嫌に連なるー迭の山々があり.それが天気鼻となって両地の気候はかなりの差が認めら

れる。三島は富士箱根気候区と駿速低地茸候区の噴#にあたるので両者の影帯を受けとお却ち.

夏は海陸風が発遣するため駿遠低地気候区の様相を示す久冬は富士箱根気候区の寒暗気候の進

入を受けるのでかなり低温となる。

〔り三島と網代の気陣棄の蛾

(ィ)気温

月 1 2 3 4 

三島 3.9 4.1 8.2 12.8 

網代 6.2 5.9 9.6 1 3.8 

差 '.2.3 1.2 0.6 1.0 

5 6 7 8 

17.0 21.1 25.6 25.8 

18.0 21.6 25.4 26.2 

1.0 0:5 0.2 0.4 

第 1表 三仏絹代の各月平均気温 cc ・3

9 10 11 12 年

23.0 17.3 12.4 7.2 14.9 

23.6 1 8.5 13. 9 9.2 1 6.0 

0.6 1.2 1.5 2.0 1.1 

亙宰にほ三島、絹代ともに約 25-26"(;で大量産はないが、4季〈以後4挙といえば 12月、

1月. 2月をさL-.以下 3ヶ月ごとに蓉.夏、秋とする。】にはいずれも三品が低温となるロ三

島では 1月-2月にかけて北風が卓越するため三品は御殿場方面り冷気が吹き込み低温となるも

の&思われる。絹代昭一月の平均気温は長雄呂について曹桐県測候所所在地内では二番目の温暖

な地となっている.

また二月に段低鏑!.¥Il'!JI.れる叩は箱根山を除いて称喝県内では網代のみである。

O 年較差及び日較差

年較差及び日]較静主鱒度、重量、*艶分布、 地形、地表。誼現状態、海抜高度などによって損

なるが一喰に内陸にい〈程大きし、

第 2袈 三島.鰐代り各月平均四較差 cc ・3
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三鳥の冬季の日較差は県軍部においては飛も大きし、。 t刷宅の臼較盤が全年を通して平均されて

いるのは締附そか綿棒に沿っているためであるs 三島の年較韮は 21.9'C.網代は 20.3'Cと1.6

'Cり較蓄があるが.三島町年較差の大きいのはキ季の気温が網代に民搬して低いためである@

O 相対気温

内陸と海岸では気温の上昇Eび下降の仕方が異なる。旦Hち、内陸は梅岸に比して最草月から最

稜月までの上昇及び最草委月かり最草月町下降刈結におこるから.最皐月から最陵月に至る各月

相対気員。和は海岸気肢のそりものより大き し最綬月より最提月までの各月相対質1Ii.の拘は海

| 岸気候りそのものより小さい。

/ 
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月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

三烏 o 4 20 41 60 79 99 100 87 61 39 15 

網代 1 o :;8 39 60 77 96 100 87 62 i 39 16 
」ー

第3安 三島、前代の各月相対誕百え

f母睦月より最峨月の栢対気温の和は三鳥 403、網代 390で三品が大き し般帳月より最睡

月までの相対気鋭の和は三島 302.網代 304で2鰍tがわずか大きい。 日1較王監.勾報様、相対

無現よりみて三品が轟iHtより明かに内陸的である といえる。
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1 2 3 4. 5 6 7 8 9 10 11 lZ(月】

第 2燭冬季水蒸気張力 (mb)

3 

(ロ)温度

湿度の日変i~11tヒいたい気温と逆

の関係を示すが.年事mにおいては

必ずしも逆とはならない。これは4

事、夏草稿季書官風の最多#によるため

である。三足場は梢tより全年にわた

って多濯で止り〈第 Z図〉極小は両

地ともに 1月で三島は71持、網代

6 1悼と 10持早差がある。また夏

季には両地聞の手軽は E抽程度である。

三局の冬の混1曹は静附i阜の他の低
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月 1 2 1 2 

三島 7.4 5.7 5.8 

網代 7.5 5.0 5.8 

護 0.1 0.7 0.0 

第4表宰季水着車
気強力 (mb】

， 

地のそれに比して 10拍程も高い@第四褒でみるように、三喝

の冬白木張が網代主殆んど差がないのに湿度が 10%も商いり

は、気温が網代に比して低いためである。

村雨

(a) 闘吐

三島町年雨量は 1778mm、網代は2040mm"であ

る。静陶県り低地における牢雨量は 20 0 0 田町程度であるか弘三烏は県内では寡雨地町部

類に属する。三島とt慨tの年雨量を宰事情Ijに骨けると第五衰のよ 3になる。

月 帯 夏

三島 38 4 5 9 9 

網代 36 5 892 

秩 4手

5 77 2 19 

5 79 204 

全年

1 7 78 

204 0 

第 5表

三島、精 tの季節目日

降水量(mm)

回事の中で.響、執4<は両地閣の醇殺のt，惟，:U : 1の関係を示す以夏季には 2:3の制

合を示す。これは次のような原因によるものと恩われる。夏季町中でも特思 6月と 8月に差が卓

< 8月には網代は三晶り約z慌の降水をみるo 6月はいうまでもたく梅雨の月である。梅雨期に

は本邦昭犬鵠分は車ないし車北嵐に査われる。従って風上側におたる網代及び夫榔b系町車から.

南東側にカ付て多雨となる。それに皮し三島及び沼樟地方では「天績の照陰」となり寡嬬となる。

(0) 画01<回数

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1 2 全年

三島 6.5 8.8 13.1 14.2 12.7 1 4.6 15.1 15.0 15.7 13.6 10.8 8.3 148.3 

嗣代 5.4 8.5 13.5 13.0 13.1 14.8 14.0 15.6 16.4 14.0 11.0 7.3 146.5 

第6査 三馬込.網代各月平佑降水回数 (日〉

降水日置 O.lmm以上を峰木目とした岡地の降水日教は第6表の加〈である。降水日教が冬E少

なし夏多いのは表日本気候町特犠である。両地ともに 3月-10月の聞は阜の各月の荊2併の

I¥l.7I<日教があゐ両地聞の差は全年を通じて各月とも 0-1日で大差はなL、
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静例県南部沿岸地方の需松.御前味摂津昌Eび伊豆西埠では冬季季節風の吹き設けの騎に当

るので冬季白風力は3-5で提樟昌では1月に風力 50:>強風が吹きまくる。

(ー}

しかし般河湾北部、

伊豆車躍では此渡的風が弱〈三島の各月平均風力は年間を通じて 2以下で網代も 1月を除けば他

談】7 〈第の各月は2以Tで静積である.

12 1 1 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 月
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三臥網代の各月最多動向N.tfM力

n m 代網

第 7表

網代の 1月。風力が哨強いのは武松、御柳時を吹き波った兆百季節風が駿河埠頭で分岐し西南

西嵐となり相互中尭の山系を越え、山側臥県当富山、丸野山町鞍部を抜け司掛代、申1阜の伊夏場1

持側P司えきおろすためであろう。

冬季三品に北風が卓越するの氏賞瀬川町谷に漕ちて降きおろしてくる富士おろしか三島方部

に牒き込むからであるか九 三libにも蛾珂滑から季矧Ji，.IJ:吹き込まなし寸対ではな〈北風り場碇が

経〈わずか多いにすぎない。曹になると三島では北から東に、縄代では周南西から北京に風向が

四月には三唱では車の風が最多となっているが西南西lI.tf;t，!il 0:>揖渡も同程度である。

網代についても間際なことがいえる。容になって置が一定の方向に定まらずに吹く申出容に多い

変化する。

移動性高気圧りためである。本邦甫方自北緯30・付近を泊る修動世粛気圧では甫品の胤となっ

てふき込むl...北鱒 38・付近を通過する高気圧ならば北東より町民となって吠き込むからであ

る。

か)君臨量Eび日照時間

“ 
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 全 年

三島 4.5 5.5 6.2 6.8 7.2 8.2 8.4 7.2 7.6 6.7 5.6 4.6 6.5 

例代 3.7 4.9 6.2 5.9 7心 7.8 7.6 6.4 7.4 6.5 5.6 4.3 6.1 

三舟、網代の各月平均饗世帯8表
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全年を;mじて両地の書面玄 0.8t)下であるが各月とも三ぬの'l!喧が栴代より多川冬三島倉網代

すでに(ニ〉風のところで述べたように駿向精踊で分岐した季附胤がに比して獲量が長いのeぇ

西南西風となり削時三監方面より箱根山陀耽き上げるためである。夏草三島は季節風に梅風が加

わって西風となり箱根tq大き上げるとともに径根山の斜面が熱せられて上鼻買流をおこすために

鯖棋山り酋側では重量が多いと考えら品る。

日照時数の年変化は蜜量の年変化と負。相闘を量するりは当然のよ 5に増えられるが必ずしも

逆とはならない。なぜならば惑量の多い季節旧主可照時数が多くなるためである。処缶日隈部は

獲量と負の相闘を示す。

h
 

6 4 3 2 1 月

1 89.9 19 5.5 1 70.1 19 5.6 島

159.2 195.7 17 7.4 17 1.0 15 O. 6 1 7 1.7 網代

月 全年1 2 ! 1 10 9 8 7 

2201.4 18 1. 5 16 O. 5 162.6 1 6 5. 1 220、91 79. 4 島

1980.5 1 5 9.0 136.8 1 3 7.1 1 38.0 2 0 1.2 1 B 2. B 代網

三島、網代各月平均日開時数(時】

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 Z 全年
ーー，ーl

三 晶 63 5 6 62 51 54 39 4 1 4 B 40 44 52 60 50 

網代代 5 1 5 0 5 4 48 I 5竺 3 7 4 2 46 33 3 7 45 5 3 45 

第 9表

三鳥、網代白日開車〔持)@第 10法

三品の年間日I!IU奇数112200時間であるが嗣門司、朝車では約 2000附昌司で全年*通じて日

それは主面‘山骨峠.誕また必天白書在を睦けば 1時間強昔、なし、平均 30好 積三品より少ない。

山脈に近いと護山 と70 0 耳程の山々 が速なっているため夕方日陰 となるのが早いためであゐ

ころでは山脈の耕商町方向やその他。小地形によって日照時蓄積は栂めて複樟在地揖的砕布を示す

ことが閉楢となる。

天気回数r-) 

6 。



(al快晴日数及び曇天百数

快晴自動は季節的に大きな蓄があり10月から 2月までは太平洋側に快晴 回数が多〈日本海側

は夏季に書〈なる。

月 1 z 3 4 5 6 7 8 9 01 11 12 全 年

三島 8.9 6.4 5.3 4.3 2.7 1.1 0.6 1.8 1.4 4.5 6.3 9.1 52.1 

網代 1 2.9 8.5 5.5. 6.9 38 2.3 1.6 4.9 1.6 4.9 6.4 10.8 70.0 

第 11袈 三島.網代の各月平均快晴回数 ( B ) 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 11 12 全 年

三島 6.3 8.7 13.1 15.0 16.7 20.5 22.0 15.5 21:叫 10.7 6.7 168.1 

禍代 4.6 7.6 13.9 12.8 16.1 18.6 11.9 14.3 5.0 10.3 6.0 153.3 

【臼〉三島‘網代の各月平均晴天回数第 12表

また快晴日動は吉富量の釘礎化と負の相閣を有つ。三島曇天白散は鉢量の年変化とEの相側を、

夏季三島では海陸風に季節

風が加わって西肢が卓越しこり閥腕が符根山に吹き上げるために三島仰に錘天日数が(fいと考え

ら川。特に 8月間巴励の快晴回数d網代 寸弱である。

と網代の快晴日数の蓄が大きい月は慨して西風白卓越する月である

7.1目、網代

華麗自殺

年間霧回数は三品.

(b) 

22.8日で三島町軍事回数は網刊の約

告器度である。冬季三鳥は付近に比

寸てかなり低温である。冬の晴九た

夜などは特に低混となる。 こ nl:t~由

部付近の大気が稲射によって冷却す

このように大気が箱るためである。

網代 / v' 、

ベとみ(-

{日】

5 

4 

3 

2 

1 

J 

書t伝型車によっ亡晴却する場合には1 

止湿が一定のままの状態で甑邸宅下:;，

7 

三A 網代の各月平均軍事回数〉〈第4図
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ので湿度が大きくなり顔絵 L霧ιなる。網代川町居館。ため輯射暗却が~'ないのて4の霧は内陸。

三島よ り少なし、直網代の容は三島よ りも 5-8倍多b、。 網代間晶春及び初夏に軍憶が多いのは小

笠原気団カミ元住土Lて民策的冷たも情面上に移流してできる}種の海軍事を生ずるためである。

(c)雷電回数

宙開の分布は特に低緯度の健地に事< . 日本では ~I調車前橋付1丘. 鈴鹿山脈付近.九州の自

国盆地などに特に高川静岡県て最も多衝である古典桧でも曾電回数は前橋り約半数程度である。

三 払 網代。宵電自動t第 5図に許すように両地とも 7月. 8月.9月に年間宮町，回数の 80%

(日〉 を占める.x.の曾町大部骨は熱曾

5 
で山の掛面が日射による苅墳時によ

り局部的の対流を起してできる雷
4 

3 

である。

z (り霜

三島の結霜は坪間 71.8目、網

代は31.7日で三島の半数'01苗た

なL、静冊県では山品部を除いた

平地君主県西劃阪ぴ中部に結舗は

'1、な〈符根山町酋倒にあたる県東

1 
、

1234 5 67B910111a月】

【第5四 三島、網代の各月平均官官f日数3

北識に移い.県間唱では4手当事(O‘

弥 〈、 童文こ眼中部地方では質量が比容量的高いのて悼泊沼教は'yなu

地点 ! 平均初日

三島 I 1.1月 12日

熱海 1 2月 9目

三島の方 I 28日早い

数

一

事

端
一
日

一
日

一
川

平

一
7

一
4

一
Z

糊
一

日
一
日

一
時

初

一
1

一
一

4

終一

7

一
1
一
晩

鞘

一
月
一
則

一
日

第 13表 三島主費鳥海町錯についての養

〈約鮪その初籍、幹舗のデーターがないので熱梅のものを使用した。 3

8 

‘ 
i 

い ，



F 

J 

J・

札、

¥ 、

.. 

4季三島は網代に比して気視が低〈また嵐の司長、、こと等e均討に主ド~ t.:o また夜間箱根山から時

たい空気が沈降して気器の逆転を起こすことも考えられる。例代と無線は約8Kmの匪雑であるが

結語回数は 15 日も熱海の方が~ ，、。熱海、 網代問地とも海に薗L買1!I.l<1l差もみられないのに 1

5日も結締回数に差があるのは書絡が輯桜町山脈の下にあるので冷たい空気の沈降による結箱が

多いためであろう。熱海、網代.僻豆が三島より結績回数が少ないのは海岸に面しているため夜

聞の暗菊地E昔、ないからであろう。

(1-) 響

三島と網代の降雪は 12月より 3月の 4ヶ月で最大降雪月は両地とも 2月であと泊 情珂県内で

は富士山、箱犠山を除いた平地では揖梧の 17.7日が最大で瞬いて伊軍単島北部に豊凶

地 点 平均初日 。平均終日 初終期間 平均韓日動

一 島 1月12H 3月4日 52日 7.3日

r 海 ~l 月 1 8 日 3 月 1
=島のコP 6日早い 1 1日早い 5日常れ、 1.38多い

第 14.受 三島と熱梅の雲についてり差

【鈎 網代の初日‘ 排日のデーターがないのて刊梅のものを使用した。 〉

要同事では最大降雪月は華節風の最も強い 1月である治唖臼本では 2月に最大が現れる。表日

本の降雪は大部骨舌状高気圧の後に〈る台湾坊主Z出町低気圧カ汰平梓岸を北東に進む低気圧性の

降雲である。⑤ そのため低質庄の去来のはげ1-，帯先きに長大降皐月村即時。この低気圧が

通過の糠には県ないし北東風が車越するので山町政側の熱裕、絹代では三島より解欝が晩いと曙

えられる@

的 季 節

<¥<-; 日平均気浪 5・C棄f崎

曹， ， 5・C-2T来潜

夏: ， 2・C島人上

秋 • 2'C鳴を満-5・c

と仮定す孔ば岡地の四季は次回ようになる。
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季節 容 夏 キk 冬
一 一一

島 2月25B-5月31日 6月1臼-9月22日 9月2313--1月5日 1月613--2月248

回数 96目(3ゲ月強 3 114日(4ヶ月弼) 105日(3ゲ月半】 50日(2ヶ月弱〕

調 代 2月58-5月31日 6月 1日内~月 30日 10月18-1月30日 1月31日-2月4日

日数 116日(4ヶ月潟〉 122日(4ヶ月】 122日(4ヶ月〕 5日 (0) 

f
e、J
J

三品.網代の気温泉年目平提離による季節分類

三島町四季は春のみ現行の季節区分とほぼ一致するが瓦が4ヶ月弱と 1ヶ月長いために秋にな

るのが 1ヶ月遅れ9月下旬より始まる。軟は新年まで続き冬は1ヶ月 2旬にせばめられている。

第 15表

網代。年は5日で特に短〈秋と4の墳が 1月30日と現行のものより 3ヶ月遅〈容になるのは 2

いかに温般であるかとの区分により附維となる。三島と網代月5日で約1ヶ月早川網代がq..

の夏。期間はほぼ澗じであるカ伺ft<D冬が短いためおのずから三島と鰐代の容と秋の期間は異な

って〈る。

最後に本研究中、御懇切なる御指導を賜った佐h窟航三教疫に対L謹んで御礼を申L上げます。

註

1954'1¥、静岡大学教育研究所「静岡県町気候J佐々倉航三、① 

清水害院P • 1 8-2 2 「わが輩社、静伺県J浅香華雄編.② 

毎日ライブラリーP.150-157 「日本の気象」豪雨③高機浩一;;I~

可照時数。ま北綿36
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を適用した。「気象の事典JP. 6 0 和理消失宣伝⑨ 
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1 9 55.岩波書庖P • 11 3 「動気候羊」高橋浩一郎⑤ 

献文要主

静岡大牢教育研究所19 5 1 静岡県の気候佐々倉阪三

古今稽院1 9 5 1 小気候学佐々倉航三

古今容院

崇波容庖
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気伎嘩

動気候畢

福井英一郎

高橋浩一郎


